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人権問題を考える

7
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　
福
岡
県
で
は
、毎
年
7
月
を「
同

和
問
題
啓
発
強
調
月
間
」
と
定

め
、
日
本
固
有
の
人
権
問
題
で
あ

る
「
同
和
問
題
」
に
つ
い
て
の
啓

発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
期
間
中
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
行
事
が
行
わ
れ

た
り
、
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
関
連

番
組
が
配
信
さ
れ
た
り
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
積
極
的
に
情
報
を

集
め
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め

る
こ
と
で
差
別
の
解
消
に
つ
な
げ

ま
し
ょ
う
。

根
強
く
残
る
差
別
意
識

　
一
部
の
人
が
被
差
別
部
落
出
身

と
い
う
だ
け
で
差
別
を
受
け
、
経

済
的
・
社
会
的
・
文
化
的
に
厳
し

い
状
態
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
は
身
分
制
に
よ
り
、

職
業
や
住
ま
い
、
結
婚
な
ど
が
制

限
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
4
年

の
解
放
令
で
制
度
上
の
身
分
差
別

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、実
体
的・

心
理
的
差
別
は
残
り
、
1
5
0

年
以
上
が
た
っ
た
今
日
で
も
差
別

が
残
っ
て
い
ま
す
。
　

7 月は「同和問題啓発強調月間」です
問生涯学習課人権・同和教育係　☎ 0943-32-0093

福岡県では毎年 7�月を「同和問題啓発強調月間」と定め、
同和問題に対する正しい理解と認識を深め、解決するための啓発を行っています。

●明治 4 年「太政官布告（解放令）」

●昭和 40 年「同和対策審議会答申」
●昭和 44 年「同和対策事業特別措置法」
●昭和 57 年「地域改善対策特別措置法」

●平成 12 年
　「人権教育及び人権啓発の推進に関する法律」
●平成 28 年「人権三法」
・障害者差別解消法　・ヘイトスピーチ解消法
・部落差別解消法

●令和 7 年
「同和対策審議会答申」から 60 年

●大正 11 年 全国水平社創立「水平社宣言」
●大正 12 年 全筑後水平社創立
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同和問題の解決に向けて 約 150 年の歩み
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。
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同
和
対
策
審
議
会
答
申
か
ら
60
年

　
昭
和
40
年
、
内
閣
府
の
前
身
で

あ
る
総
理
府
の
附
属
機
関
「
同
和

対
策
審
議
会
」
が
、
総
理
大
臣
か

ら
の
諮
問
に
基
づ
き
、
同
和
対
策

審
議
会
答
申
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
同
和
問
題
の
解
決
に

向
け
て
、
政
府
が
国
策
と
し
て
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
た
重
要
な

文
章
で
す
。
同
和
問
題
は
人
間
の

自
由
と
平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ

る
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
こ
の
同
和
対
策
審
議

会
答
申
が
提
出
さ
れ
て
か
ら
60
年

の
節
目
の
年
で
す
。

私
た
ち
が
抱
え
る
大
き
な
課
題

　
同
和
対
策
審
議
会
答
申
の
前
文

で
は
、「
同
和
問
題
は
、
人
類
普

遍
の
原
理
で
あ
る
人
間
の
自
由
と

平
等
に
関
す
る
問
題
で
あ
り
、
日

本
国
憲
法
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た

基
本
的
人
権
に
関
わ
る
課
題
」
で

あ
る
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
差
別

は
被
害
者
側
の
問
題
で
は
な
く
、

差
別
す
る
側
の
問
題
で
あ
る
こ
と

を
基
本
的
な
視
点
で
示
し
て
い
ま

す
。

　
同
和
問
題
の
早
急
な
解
決
は
国

の
責
務
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
国

民
全
体
の
大
き
な
課
題
で
す
。

誰もがふるさとを名のれる社会を目指して
～ 同和対策審議会答申から 60 年の節目に同和問題を考える ～

なるほど人権セミナー
広川町では7月に「人権セミナー」を開催してい
ます。人権・同和問題について一緒に学びませんか。

【第 1回】7月 10日㈭
内容：�「誇りをもって生きる」
講師 : 宮内 礼治さん（鹿児島県 宮丸太鼓店 店主）
【第 2回】7月 16日㈬
内容：�「されど、われらが同和教育」
講師 :�城野 俊行さん（部落解放同盟 大牟田支部長）

［時間］19:00 ～ 20:30
［場所］�保健・福祉センター「はなやぎの里」�

３階多目的ホール
［対象］どなたでも参加できます。
［定員］各 60人程度

同和問題啓発強調月間講演会
内容：「差別の現実に学ぶ～世代と地域を越えて～」
講師：前田 隆夫さん（西日本新聞社 論説委員）

［日時］7月 19日㈯、13:30 ～（12:30 開場）
［場所］�クローバープラザアリーナ棟 2階大ホール

問生涯学習課人権・同和教育係　☎ 0943-32-0093

誰
も
が
胸
を
張
っ
て
ふ
る
さ
と
を

名
の
れ
る
社
会
を
目
指
し
て

　
昭
和
44
年
に
同
和
対
策
事
業
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

10
年
間
を
期
限
と
す
る
時
限
立
法

で
し
た
。
そ
こ
か
ら
数
回
に
わ
た

る
改
正
と
延
長
の
末
、
平
成
14
年

に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
同
和
問

題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
格
差
や
差
別
意
識
は
依
然

と
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。
同
和

問
題
の
解
決
に
は
、
引
き
続
き
継

続
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

明日へつなごう！みんなの笑顔を

▲令和 6 年度　広川町人権ポスター
　下広川小学校 2 年生（現 3 年生）　田中希明佳さん




